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4.香 港今後の位置付 け ・展望
今も昔も香港が様々な意味で中国のゲー ト
ウェイであることに変わりはない。
　かつて外国企業は、香港に拠点を置きなが
ら製造拠点を求めて中国に入 り、30年後の
現在は、販売市場 としての中国に入ってい
く。広大な領土を保有する中国を華北、華
東、華南で分けた場合には、香港からの支配
範囲(主に経営監督権)は 、相変わらず華南
地区と云う事にな り、即 ち、3,600万人以上
を抱える珠江デルタ市場の中心都市と言えよ
う。中国の他の都市 と比べて、多少の差は有
れど香港に引きずられるようにして、ほぼ同
時に発展してきた珠江デルタ地区が、香港と
の国境を越えたインフラ・プロジェク トに
よって自由貿易経済圏である香港の好影響を
受け、一大経済圏に発展する青写真が香港政
府と広東省政府の問で検討され、描かれてい
る。薔薇色の一大経済圏発展のシナリオの一
方で、好景気による人件費の高騰、中国内地
発展に伴う、出稼 ぎ労働者による労働力不足
が深刻な影を落とし始めてお り、中国、特に
広東省に製造拠点を設けている日本企業の
チャイナプラス1を真剣に検討していた り、
実際に東南アジアに生産拠点の分散を図って
いる企業も出始めている。一点集中ではいざ
と言うときのリスクを回避できないからであ
る。昨年の東北地方を襲った、東 日本大震災
及びタイの大洪水被害に依る操業停止に追い
込まれるといったリスクを回避する手段は一
度起こってからでは手遅れである。
　こうしたリスクを回避する為に、また、中
国一東南アジアの拠点を見る上でも香港の戦
略的立地に対する重要性が今後益々認識され
るであろう。香港は中国で唯一、西洋的な自
由主義を謳歌 しているところであり、ここに
は、中国及び欧米の二つの文化、思想を理解
する人材が豊富にいる。又、香港政府観光局
によると、年々増加する中国大陸から香港へ
の渡航者数は2011年に2,800万人以上(前 年
対比23.9%増)一)に達した。こうした観光
客の訪港目的はブランド品の買い物で、目先
の利く外国企業は中国進出に先駆けて香港と
いうショーウィンドゥで自らのブランドイ
メージを築き上げていく。日本企業も今後、
こうした香港の特性を最大限に利用し中国市
場に或いは東南アジアの統括拠点として上手
に活用 していくであろう。
